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工事現場では安全第一。労働災害は決して発生させて

はなりません。このため川上ダム建設所では、職員と受

注者による工事現場の安全パトロールを毎月実施して

います。そして１月２４日（木）の安全パトロールでは、

特別に伊賀労働基準監督署から署長及び労働基準監督

官をお招きし、監督署と合同で安全パトロールを実施し

ました。 

監督署のお二人には、労働安全衛生の専門家ならでは

の厳しい目で、工事現場のすみずみまでチェックしてい

ただきました。パトロール後には講評をいただき、より

一層の安全向上につながるとても有意義な機会となり

ました。 

今後も、川上ダム建設所では工事現場の安全に常に目を配り、安全第一、無事故・無災害で事業を進め

てまいります。                               【工務課 鶴牧美鈴】

２月２４日（日）に、青蓮寺ダム（名張市）において第

２７回名張青蓮寺湖駅伝競走大会が開催されました。 

川上ダム建設所からも走りに自信のある？職員を集め

てチームを結成し、本大会に出場しました。 

 チーム一丸となり懸命に走りましたが、結果は４６チー

ム中３８位（タイム：１時間３７分４秒）とふるいません

でした。来年こそは上位に進出したいと思います。皆様も、

来年は参加してみてはいかがでしょうか。 

【第二用地課 松髙遵】 

 

 
 
 
 
  
 
 
  
  
  
  
    
  
  

    
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
    
  
  
        
                
                     
   
 

 

 
   
 

 

  
  

  

独独立立行行政政法法人人水水資資源源機機構構  川川上上ダダムム建建設設所所  
〒〒551188－－00229944  三三重重県県伊伊賀賀市市阿阿保保 225511 番番地地  TTEELL：：00559955－－5522－－11666611（（代代））  
http://www.water.go.jp/kansai/kawakami  somu1@lily.ocn.ne.jp 

２２００１１３３ 

○川上ダム通信は川上ダムホームページでもご覧いただけます。 

HUhttp://wwww.water.go.jp/kansai/kawakami 

又は「川上ダム通信」で検索 

○ご意見・ご感想はこちらへ somu1@lily.ocn.ne.jp 

近鉄の新しい特急「しまかぜ」デビュー！ 

３月２１日（木）に近鉄の新しい特急「しまかぜ」がデビュ

ーします。「しまかぜ」は大阪難波駅・近鉄名古屋駅と賢島駅間

を結びます。車両は、伊勢志摩の晴れやかな空をイメージして、

ブルーを基調にカラーリングがされています。また「しまかぜ」

という名前ですが、志摩に吹く風の爽やかさをイメージして付

けられたようです。特急券の予約販売は２月２１日（木）から

始まっています。早く乗ってみたいですね。 

詳しくは近畿日本鉄道のＨＰをご覧ください。 

ＵＲＬ：http://www.kintetsu.co.jp/ 

 廣瀬（工事課） 

 本田 (調査設計課) 笹原（環境課） 

記 者 湯本（総務課） 松髙（第二用地課） 

 

【広報誌発行事務局】 

編集長 神矢（所長） 

デスク 大友（総務課長） 田中（工務課長） 

編 集 金山（調査設計課） 

工事現場をくまなくパトロールしている様子 

完走し、笑顔を見せる職員 

JQA-EM5769 

ISO14001: 2004

  

 

 花粉症の時期になってまいりました。今年

は例年並か、それ以上の花粉が飛散する見

込みです。花粉症の重症化を防ぐには、症状

が出始めたら薬を飲み、症状が軽い日も薬を

飲み続けることだそうです。また、疲労や睡眠

不足、飲酒も症状を悪化させる原因になるそ

うです。対策をきっちりと行い、無事にこの春

をのりこえたいものです。 

３ 

Ｖｏｌ．８９ 

Ｓｉｎｃｅ２００５

 川上ダム建設所では、建設現場やダム周辺の水辺環境を実際に目で見て体験していただくことを通

じ、事業への理解をより深めていただくための取り組みとして、平成２０年度から伊賀市立青山小学

校の児童のみなさんに「水の調査隊」と題した出前講座・施設見学会を開催しています。さらに、平

成２３年度からは伊賀市内の他の小学校のみなさんにも「水の調査隊」にご参加いただいています。

 本年度も３校１８４名の児童のみなさんにご参加いただきました。 

 ○青山小学校 ４年生８４名 

９月２６日（水）出前講座 

９月２７日（木）施設見学会 

  ○大山田小学校 ３年生４６名 

 １０月２４日（水）出前講座 

 ○府中小学校 １年生２６名 

１０月２６日（金）出前講座・施設見学会 

○府中小学校 ２年生２８名 

１０月２９日（月）出前講座・施設見学会 

 出前講座では、ダムの役割や環境保全の取り組み、 

水の大切さについて学んでいただきました。環境保全に関しては、川上ダム建設所で保護しているオ

オサンショウウオを水槽に入れて教室に持ち込み、当建設所職員からオオサンショウウオの生態や保全

の取り組みについてご説明しました。近くの川に生息していながら、夜行性のため日中なかなか見かけ

るチャンスが少ないオオサンショウウオを間近で熱心に観察していただきました。 

 施設見学会では、普段見ることのない仮排水路トン

ネル内を探検していただき、この大きいトンネルに水

が流れることを聞くとみなさんとても驚いた様子で、

トンネル内に歓声が響きわたりました。 

この「水の調査隊」を通じて児童のみなさんからは

「大変おもしろかった」「勉強になった」と好評をい

ただきました。 

伊賀市の将来を担う児童のみなさんに、こうした「水

の調査隊」の体験を通じて、地域の安全・安心を支え

るダムや自然環境について興味を持っていただき、さ

らに学んでいただくきっかけになれば幸いです。 

     【総務課 金子吉彦】

オオサンショウウオを熱心に観察 

オオサンショウウオの観察や 

仮排水路トンネル内の見学が好評でした 

（参加者からのお礼の手紙） 

http://www.water.go.jp/kansai/kawakami
mailto:somu1@lily.ocn.ne.jp
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付替県道青美線貯水池横断橋上流部整備工事 

平成２４年５月より進めてまいりました上流部整備工事は、平

成２５年１月下旬に完成しました。 

この工事は、現在施工中の貯水池横断橋と北野トンネルとを繋

ぐ、延長４６ｍ、幅員７ｍの道路整備工事です。 

施工場所がかなり急峻な場所であったため、難しい工事でした

が、事故もなく無事に完成することが出来ました。これも地域の

皆様の工事へのご理解ご協力と工事関係者のご尽力があってのこ

とだと感謝しています。本当にありがとうございました。 

  

川上ダム建設所では１月２３日（水）、２９日（火）に三

重県交通安全研修センターにおいて、交通安全研修を受講し、

屋内外の施設で様々な体験を行うことによって、安全運転の

意識を高めました。 

三重県では２月２４日時点で既に９,５７８件の交通事故

が発生し、そのうち１,４７０件が人身事故となっています※。 

当建設所職員も通勤や現場での調査、監督等に車を用いる

ことが多いことから、毎年本講習を受講しています。 

屋内ではシミュレータによる危険予測の確認を行い、屋外

ではシートベル 

トを締めた正しい運転姿勢の指導を受け、わだちを想定した

路面の走行、冬道を想定した滑りやすい路面での急ブレーキ

を体験しました。 

 講師からは「夜間に車を運転する際はハイビームによる早

めの前方確認が必要であり、歩行者等の場合は反射板の携帯

が交通事故防止に非常に効果的である」との指導がありまし

た。今後も、職員一同安全運転に努めてまいります。 

※三重県警察ＨＰ参照：http://www.police.pref.mie.jp/         

 【総務課 菊地滋男】

 

ビオトープ（独: Biotop）【バイオトープ（英: Biotope）】 

環境用語集第１０回目は、ビオ

トープについて説明します。ビオ

トープとは、野生の生き物がいる

環境（場所）を示す言葉です。日

本語に訳す場合は生物空間、生物

生息空間とされます。または、生

き物が住みやすいように環境（場

所）を改変することを指すことも

あります。語源はギリシア語から

の造語で（bio（命） + topos（場

所））とされています。 

子供が自然と接する場にもなる

ことから、学校や公園の一角に造

られたりもしています。 

【環境課 笹原智弘】

ビオトープのイメージ 

滑りやすい路面での急ブレーキを体験 

シミュレータで危険予測の大切さを改めて実感 付替県道青美線貯水池横断橋工事 

貯水池横断橋のＰ２橋脚から伸びる橋桁は、現在、１６ブロックまでの施工を完了し、１７ブロック

目の施工にとりかかっています。残すところあと数ブロックとなりました。 

Ａ１橋台は、２本目のコンクリート深礎杭の打設まで完了しており、引き続き、橋台躯体工を施工す

る予定です。Ａ２橋台については、２月中旬から掘削を開始しており、３月上旬より深礎杭の施工を実

施する予定です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

青山羽根方面 

種生方面 

(北野トンネルへ)

高さ：33m 高さ：44.5m 

平常時最高水位 ▽262.0m 

洪水時最高水位 ▽276.9m 

      ： 完了済み

Ｐ１橋脚 Ｐ２橋脚 

平成２５年２月１８日現在 

残り4ブロック 16 ブロック完了 残り5ブロック 16 ブロック完了 

Ａ２橋台 

Ａ１橋台 

コンクリート

深 礎 杭 

Ａ１橋台 深礎杭打設後の状況 Ａ２橋台 掘削状況 

橋
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【工事課 廣瀬早苗】

貯水池横断橋（猫また大橋）工事 進捗状況図 

完成した様子 

（奥に見えるのが貯水池横断橋） 
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 花粉症の時期になってまいりました。今年

は例年並か、それ以上の花粉が飛散する見

込みです。花粉症の重症化を防ぐには、症状

が出始めたら薬を飲み、症状が軽い日も薬を

飲み続けることだそうです。また、疲労や睡眠

不足、飲酒も症状を悪化させる原因になるそ

うです。対策をきっちりと行い、無事にこの春

をのりこえたいものです。 

３ 

Ｖｏｌ．８９ 

Ｓｉｎｃｅ２００５

 川上ダム建設所では、建設現場やダム周辺の水辺環境を実際に目で見て体験していただくことを通

じ、事業への理解をより深めていただくための取り組みとして、平成２０年度から伊賀市立青山小学

校の児童のみなさんに「水の調査隊」と題した出前講座・施設見学会を開催しています。さらに、平

成２３年度からは伊賀市内の他の小学校のみなさんにも「水の調査隊」にご参加いただいています。

 本年度も３校１８４名の児童のみなさんにご参加いただきました。 

 ○青山小学校 ４年生８４名 

９月２６日（水）出前講座 

９月２７日（木）施設見学会 

  ○大山田小学校 ３年生４６名 

 １０月２４日（水）出前講座 

 ○府中小学校 １年生２６名 

１０月２６日（金）出前講座・施設見学会 

○府中小学校 ２年生２８名 

１０月２９日（月）出前講座・施設見学会 

 出前講座では、ダムの役割や環境保全の取り組み、 

水の大切さについて学んでいただきました。環境保全に関しては、川上ダム建設所で保護しているオ

オサンショウウオを水槽に入れて教室に持ち込み、当建設所職員からオオサンショウウオの生態や保全

の取り組みについてご説明しました。近くの川に生息していながら、夜行性のため日中なかなか見かけ

るチャンスが少ないオオサンショウウオを間近で熱心に観察していただきました。 

 施設見学会では、普段見ることのない仮排水路トン

ネル内を探検していただき、この大きいトンネルに水

が流れることを聞くとみなさんとても驚いた様子で、

トンネル内に歓声が響きわたりました。 

この「水の調査隊」を通じて児童のみなさんからは

「大変おもしろかった」「勉強になった」と好評をい

ただきました。 

伊賀市の将来を担う児童のみなさんに、こうした「水

の調査隊」の体験を通じて、地域の安全・安心を支え

るダムや自然環境について興味を持っていただき、さ

らに学んでいただくきっかけになれば幸いです。 

     【総務課 金子吉彦】

オオサンショウウオを熱心に観察 

オオサンショウウオの観察や 

仮排水路トンネル内の見学が好評でした 

（参加者からのお礼の手紙） 
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